
中国 5 県休眠預金等活用事業 2020 

公 募 結 果 

◼ 概要 

選考結果 不採択 

団体名 特定非営利活動法人青い鳥動物愛護会 

代表者名 清水 久仁子 

申請事業名 主題 
ひきこもりの人や心に問題を抱える人が楽しみながら社会復帰するため

の支援事業 

申請事業名 副題  

エリア／テーマ 
山口県 1) 生活または成長に困難を抱える子どもや若者の、居場所づくり

や就学就労の支援につながる環境づくり 

解決すべき社会課題 

【領域】 

2) 日常生活又は社会生活を営む上での困難を有する者の支援に係る

活動 

【分野】 

④ 働くことが困難な人への支援 

申請事業の概要 

実施する活動  

１．当法人の運営するシェルターに併設した場所に犬猫のいるカフェをつ

くり、気軽に外出してらう目的地にする  

２．アニマルセラピー効果によってカフェに滞在するだけで、くつろぎ、家

以外の居場所をもてる場にする  

３．カフェに来てくれた方の中から希望者にボランティア登録をしてもら

い、犬猫の世話を体験してもらう  

４．殺処分寸前だった犬猫の世話や愛する体験を通じて、体力や意欲、

自己肯定感の向上を目指す  

５．関心のある方へは犬猫に関する資格取得などの情報提供を行う  

６．働くことに前向きになってきた方をひきこもり支援 NPO やサポステの

就労支援プログラムにつなぐ  

事業実施地域 山口県防府市とその周辺  

申請事業期間 2021年 4月～（完了月）2024年 1月 

申請助成額 
5,811,400円 

【内訳】直接事業費 5,811,400円、管理的経費 0円 

 

◼ 審査コメント 



✓ 動物愛護と若者の就学就労支援をつなげる取り組みはユニークで、うまくいけばモデルになるので

はと期待。もしかしたらすごく化けるのではないか。 

✓ 犬猫保護と組み合わせた他の支援事業もあるかと思うので、十分参考にしてほしい 

✓ 現在の動物保護活動に加えて、休眠預金を活用した若者の就学就労支援の取り組み、両方とも大きな

取り組みなので同時に運営できるのかが心配 

✓ 特に引きこもり経験のある若者の就学就労支援につなげるための場づくり（＝カフェ運営）において

は、利用・来所する若者への細やかなコミュニケーションなどが非常に重要となる。今回のカフェ 

運営の想定でそのあたりが適切に手当てできるかどうか疑問 

✓ 引きこもり支援や就労支援については「外部から専門団体に来てもらいそこへつなげる」という手法

を想定されているが、外部団体との連携のとり方が具体的に計画されていない 

✓ 事業、事務体制、それぞれに外部リソースを活用する想定で、体制的な不安が残る 

  



中国 5 県休眠預金等活用事業 2020 

公 募 結 果 

◼ 概要 

選考結果 不採択 

団体名 株式会社かねこキッズクラブ 

代表者名 金子 淳子 

申請事業名 主題 こどもソーシャルサポート事業  

申請事業名 副題  

エリア／テーマ 
山口県 1) 生活または成長に困難を抱える子どもや若者の、居場所づくり

や就学就労の支援につながる環境づくり 

解決すべき社会課題 

【領域】 

１）子ども及び若者の支援に係わる活動  

2) 日常生活又は社会生活を営む上での困難を有する者の支援に係る

活動 

3)地域社会における活力の低下その他の社会的に困難な状況に直面し

ている地域の支援に係る活動  

【分野】 

① 経済的困窮など､家庭内に課題を抱える子どもの支援  

② 日常生活や成長に困難を抱える子どもと若者の育成支援 

③ 社会的課題の解決を担う若者の能力開発支援 

④ 働くことが困難な人への支援 

⑤ 社会的孤立や差別の解消に向けた支援 

⑥ 地域の働く場づくりの支援 

⑦ 安心・安全に暮らせるコミュニティづくりへの支援 

申請事業の概要 

ひとりの子どもが生まれて成長し、次世代の親になるまでのあらゆる支

援・機会がそろう包括的な支援拠点を立ち上げ、すべての子どもが健や

かに成長できる地域の基盤をつくる。  

上記の取り組みを行うべく、下記の事業を実施する。 

① 周産期からの母親のメンタルヘルス 

事業例：つどいの広場、産後ケアプログラム 

② こどもの貧困対策（ウェルビーイング） 

事業例：こどもオトナ総合支援サイト、レトルト食品製造販売 

③ 地域コミュニティの再構築 

事業例：まちなか農園、カフェ・シェアオフィス 

事業実施地域 山口県宇部市  



申請事業期間 2021年 5月～2024年 1月 

申請助成額 
8,500,000円 

【内訳】直接事業費 8,500,000円、管理的経費 0円 

 

◼ 審査コメント 

✓ うまく地域のプレイヤーを巻き込み、ネットワークして活動しようとするところは良いと思う 

✓ 多岐にわたる事業想定で、提案内容も素晴らしい 

✓ 多様な組織や人との連携をベースとして、地域課題の解決に臨む取り組み方がよく把握できた。 

✓ 事務処理については連携先の専門家が担うと思われるが、事業・資金・評価計画の進捗管理などを担

うのは申請団体となり、担当窓口は団体代表になると思われる。業務が多忙ななか、負担が大きく円

滑なやりとりができるかどうか心配 

✓ 従来から他の組織や人たちと連携しながら事業を進めているイメージを持ったが、連携先とともに

事業の振り返りや効果の検証などプロジェクトとして積み上げていく動きがどこまでとれるのか、 

懸念が残る 

✓ 休眠預金では、事業の実践だけでなく、助成後も取り組みが継続できるように「組織基盤の強化」も

合わせて図る趣旨がある。申請団体の組織形態が 1 人株式会社ということで、基盤強化のために提

供されるリソースが１人会社の中でストックされるとその効果が望めない懸念がある。 

（その点では、次の機会があれば、コンソーシアムの形で申請という手も検討されたい） 

  



中国 5 県休眠預金等活用事業 2020 

公 募 結 果 

◼ 概要 

選考結果 不採択 

団体名 特定非営利活動法人コバルトブルー下関ライフセービングクラブ 

代表者名 新名 文博 

申請事業名 主題 〝角島流儀″(on&off line まちおこし) 

申請事業名 副題  

エリア／テーマ 
山口県 2) 地域に携わる若者や住民の暮らし・仕事を支える、持続可能

なコミュニティづくり 

解決すべき社会課題 

【領域】 

3) 地域社会における活力の低下その他の社会的に困難な状況に直面

している地域の支援に係る活動 

【分野】 

⑥ 地域の働く場づくりの支援 

⑦ 安心・安全に暮らせるコミュニティづくりへの支援 

申請事業の概要 

私たちは地域での様々な人材不足を解決するために新たなキュレーショ

ンサイトを立ち上げ、そこに関係人口を増やすシステムを組み込むと同時

に更なる集客に繋げる仕組みを交えることで仕事を増やし、地域を活性

させていきたいと考えています。また、これまでは地域課題解決を目指す

NPO メンバーの活動を支える拠点にすぎなかった渚の交番島戸を、外部

の方が宿泊できるよう整備し、リモートと対面を交えた新たな情報共有の

場にすることで来るべきソサエティ 5.0 においてもハブ機能を発揮できる

プラットフォームにリニューアルさせたいと思っています。 

事業実施地域 山口県下関市 

申請事業期間 ２０２１年４月～２０２４年１月 

申請助成額 
8,441,507円 

【内訳】直接事業費 7,709,507円、管理的経費 732,000円 

 

◼ 審査コメント 

✓ 実施しようとしている活動については意義のあるものだと思うが、ドームテントやキャンプ用品 

一式を購入する使途や効果について疑問を持つ 

✓ 様々なステークホルダーとのネットワークがある中で、関係人口・ワーケーションという取り組みを

想定しており、しっかりした企画という印象 



✓ ドームテントの購入に関して、その使途と費用対効果について疑問を感じた。 

✓ 移住という考え方は面白い試みかと思うが、本助成のテーマとなっている就労にどこまでつなげら

れるのかという点で懸念がある 

✓ 他の休眠預金助成事業の採択に続けて当助成への申請という点が気にかかった。 

✓ 事業計画ではたとえばアウトカムの指標で「関係人口」や「お試し暮らし利用者」の増加を図る方向

性が示されているが、その先の就労にどこまでリーチできるかよく見えなかった 


